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1．は じめに

　配色の も つ 色彩感情に つ い て ， 1960 年代に電

気試験所 を中心 とした色調和委員会が，大規模な

評価実験 （多様な属性の 被験者の べ 628 人，評価

サ ン プ ル総数 784 個）を行 っ た ［1−3］。 彼 ら は，

2色お よび 3 色 配色 の 色彩感情は 「こ こ ろよさ」

「目立 ち」
「は なやか さ」

「暖か さ 」 の 4 因子 で 構

成される こ とを示 し，さ らに，任意の 配色の 各因

子 点を推定で き る色彩感情予測式を導出した 。 そ

して，予測式を使 っ てね らい 通 りの色彩感情を も

つ 配色 を自動的に選 定す る配色選 定法 を提案 した 。

しか し，当時の 計算機 の能力で は，予測式を素早

く計算 し，かつ ，選 定された配色をカ ラ
ー
画像 と

して提示 す る こ とは困難で あ っ たた め ，実用 化に

は至らなか っ た 。 現在では，こ れ ら技術的な問題

は解決 され て い る と考え られる 。

　本研究で は，色調和委員会に よ っ て提案された

色彩感情予測式に基づ く配色選定法を具現化 し、

その有効性を検証する こ とを目的 とする 。 まず，

色彩感情予測式を コ ン ピュ
ー

タ ・プ ロ グ ラム化 し，

指定 した色彩感情をも っ 配色を 自動的に 選定 し，

そ の配色をカラ
ー画像 と して パ ソ コ ン モ ニ タ上 に

提示 させ るシ ス テム を構築 した 。 そ して
，

こ の 配

色選定 シス テム をつ か っ て実際に数種の配色デザ

イン を行 っ た。 その結果 ，ね ら い 通 りの色彩感情

を もつ 配色 を効率よ く選定する こ とがで きた。

　2．予測式の改訂

　　2色お よび 3 色配色 に対する色彩感情予測式 は，

文献 1 に詳 しく紹介 されて い る 。 しか し，当時は

手計算を念頭にお き，また、式の意味の分か りや

　す さを優先 したため，
「
はなやか さ」，

「
暖かさ 」 の

予測式は，コ ン ピ ュ
ータ ・プロ グラム化に適さな

一
一

い 。そ こ で ，これら 2 因子に つ い て は，計算が複

雑 になる こ とを認め，構成色の Munse ［1値 だけ か

ら計算で きるよ うに改訂 を加 えた 。 改訂 した予測

式の精度 は，表 1 に しめす よう に改訂前と同等で

ある。（3色配色の式 は，紙面の都合上省略する 。 ）

・
こころよさ （pleasantness）の推定値 x

、

　文献 1 の （17．1＞，（17．2）式を用 い る。

（注 ： 文献 1の色相角 θの 記 述 は誤 りで あ り，

10RP で θ　＝oeが 正 しい 。 ）

x12
’・　b。

＋ ΣLLibn・ xn

・目立ち （contrast ）の推定値 Xc

　文献 1 の （17．3）式を用い る 。 こ こ で ，△ EABは，

構成 2色 A，B 間の 色差 （GOdlOVe の式），　 Cm
、x

は，高彩度の方の Munsellクロ マ である 。

xl2
丿＝2△EAB ＋ 3C ai ，AB

・はなやか さ （floridness）の推定値 Xf （改訂）

　構成 2色それぞ れの 「はなや か
一

渋い 」 の 推定

値を文献 2 の VoL36 ，　pp．415 −416 の 表 1，表 2

を使 っ て計算 し，その和を求め る。

κ望L 魂 ＋ 瑞
・あたたか さ （warmth ）の 推定値 Xw （改訂）

　はなやか さ と同様 に構成 2 色そ れぞれの 「暖か

い 一涼 しい 」 の推定値［2］の和を求める 。

κ『L 鵡 ＋ κ偽

表 1　 各色彩感情の評価値と推定値との相関係数

感情の種類
改訂後 改訂前＊

2色配 色 3 色配色 2色配色 3色配色

こ こ ろよさ O．81　 　 0．560 ．87　　　0．52

目立ち 0．86　　 0．770 ，75　 　 0．72

はなやかさ 0，89　　　0．650 ．78　 　 0．68

暖か さ 095 　 　 0．69 計算 不 可 計算 不 可

＊ 文献 1表 17．フ（p．678＞参照
一
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3 ．配色選定システムの試作

　本研究で は．
一

般的なデザイ ン を考える うえで

必要最低限の色数 とい う観点か ら，扱 う配色 を

PCCS177 色 （v、　b トーン 24 色相，他 の 10 ト

ー
ンは 12 色相，無彩色 9 色）を組み合わせ て で

きる 2 色配色 15576 組に限定 した （扱う色数は、

使用目的に応 じて，任意 に増減 させ る こ とが可能

で ある）。 これら 15576 組の 配色につ い て ，予測

式を使 っ て 4 因子 の推定値を計算し、各因子を上

位，中位，下位，に区分けした （3  81 通 り）。

　 こころよさ ：快い
一
中位

一
不快

　　　 目立ち ：目立つ 一中位一目立たない

　はなやか さ ：はなやか 一中位一渋い

　　　 暖か さ ：暖かい一中位一涼 しい

　 シス テム の使い 方は次 の通 り 。 使用 者は，81

通 りの組み合わせ の 中か ら，使用 目的にあ っ たイ

メ
ージプロ フ ィ

ー
ル を設定す る。例えば，

「
快い，

目立 つ ，はなやか，暖か い 」 と設定す る 。 す る と，

シ ス テ ム に よ っ て ，15576 組の 配色の 中か ら．

そ れに該当する配色の候補が自動 的に選定され，

モ ニ タ上に複数提示 される。 使用者は，その 中か

ら気に入 っ た配色を選び，デザイ ン に適用 する 。

　 本研究で は、この シス テムの使用感を確認 する

ため，3色配色も含め て 60 通 りの 配色を作成 し，

選定 した配色の 色彩感情を 7 段階評価 （被験者数

24 名） した 。 そ の 結果，60 配色 ともほぼ設定通

りの色彩感情を持つ と評価され，ね ら い通 りの 配

色を効率よ く選 定 で きる こ とが分か っ た。以下 ，

実際に選定 した配色を 2 例紹介する 。

選定例 1）設定 ：快い、目立 つ ，はなやか，涼 し

い 。 該当する 配色数は 15576 組中 73 組 。 こ の

中から実験者が，b18−W （青 と白）を選んだ 。

選定例 2）設定 ：快い，中位，渋い，中位。 該当

する配色数は 355 組 。 こ の中から実験者が

快
い

目
立
つ

　

は

な

や
か
　

暖
か

い
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図 1　 選定例 1 ， 2のイメージプロフ ィ
ール
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［一 ］ 37

g2 −p8 （茶とうすい 黄）を選んだ 。

　図 1 に予測式による推定値 （実線） と 24 名の

被験者による平均評価値 （点線）を示す 。 両選 定

例 ともね らい通 り色彩感情を表現で きて い る こ と

が分か る 。 例えば 選定例 1の 「青白」 配色は，

誰にで も快適で ，目立 つ ，す っ きりした配色で ，

ロ ゴや企業ユ ニ フ ォ
ー

ム等に多用される配色 （い

わゆる新幹線配色）で あ る 。 こ の 配色は 73 組か

ら実 験者が有 意 に選 択 したもの だ が ，全 配色

15576 組の 中か ら選ぶよ りも効率がよい 。

4 ．まとめ

　本システム は、 8 割程度の予測能力をもち， 任

意の 2色 お よび 3 色配色に対 して適用 で きる。指

定 したイメ
ージプロ フ ィ

ール を持つ 配色を 自動的

に 200 個程度に絞り込むこ とで （15576 組を 81

通 りに区分する の で
，

1 区分当た りの 配色数は平

均 192 組），効率的な配色選定を行える 。

　配色 に対 して 人々 が抱 く平均的な色彩感情を予

測できる こ とから，配色感情の 客観的な評価 つ

ま り，色彩感情の標準観測者と しても利用する こ

と がで きる 。 こ の 観点で の 応用事例 と して は，オ

ス トワル ト表色系の 分析［2】，新 し い演色性評価指

数［4］，色彩嗜好の 分析［5］，画像検索［6］，などが

挙 げられる 。 色彩教育へ の応用［7］も考え られる 。
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